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＊校長室 

 

「まったく。こんな事、前代未聞ですよ。まさかキ

ラキラ星がこの学校にいるなんて……あなたがいな

がら、どうして」 

 

 俺は校長室の扉をノックする直前、そんな声が聞

こえてピタッと手を止めた。校長先生とは違う人の

声だった。どうやら今は取り込み中だったらしい。

唯は迷ったが、結局扉をノックした。 

 

 コンコンコンッ 

 

「失礼します。校長先生。虚木唯です」 

「入って下さい」 
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 校長室に入ると、校長先生の他に背の高い美形が

立っていた。帽子を目深にかぶっているせいで顔が

あまり見えないが、サラサラの黒髪の隙間から見え

る瞳は涼やかでハンサムだった。彼は爽やかなフレ

グランスの香水をつけた男性だった。誰だろう？ 

 

「あなたがユイさんですね。はじめまして、私はス

ター☆プリンス学園の学園長のトキワと申します」 

「えっと、はじめまして…」 

 

 校長先生の方をチラリと見ると、彼は重いため息

を吐いていた。えっと…？ 

 

「校長先生…？」 

「虚木君。急に呼び出してすみません。どうしても

彼があなたとお話したいそうで、少し話をして頂け

ませんか？」 


